
平成 15 年度「特色ある大学教育支援プログラム」 
採択取組の概要および採択理由 

 
大学･短期大学名 新潟中央短期大学 整理番号 2-2-003 

応 募 テ ー マ 主として教育課程の工夫改善に関するテーマ 

取 組 名 称 総合学習としてのミュージカルの制作と上演 

申 請 単 位 短期大学全体 

申 請 担 当 者 寺 川  悦 男 

（取組の概要） 

 この教育活動は、単なる芸術教育の領域にとどまらず、学生の保育・幼児教育に関す

る知識・理解の深化を促進すると同時にその人格的成長に大きな教育効果を挙げてい

る。 

 (趣旨) この取組は、保育に関する総合学習の場として設定したものであり、「新潟中

央短大ミュージカル」の呼称で、毎年学生主体の芸能発表会を開催している。 

 (実施状況) 上演会場は地元の劇場を舞台に、入場無料で発表し評価を仰いでいる。

試行錯誤を繰り返しながら、１８年間、一度も欠かすことなく実施している。 

 (特色) このミュージカルが、全学態勢の取組になっている点と、過去の上演をとお

して、地域と密接に結び付いた文化、芸術イベントとして定着し評価を得ている。 

 (評価) 授業中に見出せなかった、学生たち一人一人の潜在能力の発見、行事が成功

することによって導かれる感激や帰属意識の高まり、自信と誇りの深まり等の教育効果

は何ものにも代えがたいと評価している。 

（採択理由） 

この取組は、優れた表現能力を備えた保育者を養成する上で、適切かつ優秀な総合的

教育活動として評価できます。 

実は、類似の活動は多くの短期大学でも見られるところですが、この取組が非常に小

規模な単科短期大学によって 18 年間の持続的な実績を重ねている点が注目に値しま

す。ごく限られた人的資源を最大限に活用している努力が覗えます。また、地域社会に

よく受け入れられ、地域の学童多数の共演を得て貴重な文化を形成している等、地域密

着型の短期大学のあり方を示す好例と言えます。 

今後も地域社会とのコラボレーションを多面的に進めるとともに、制作面での学生の

主体的参加を一層促す等、さらなる発展を期待します。 

 


